







































S = S( Y) S'( Y) > 0 (1) 
I= I(i) f(i）く 0 (2) 
M5 = L(P, i, Y) Liく 0,Ly> 0, Lp > 0 (3) 
Y = Y(N) Y(N) > 0 (4) 
l = P • Y(N) (5) 
NS＝万豆 (6) 
記号の意味は次の通りである。 Yは実質国民所得ないし実質総産出量， Sは

















このボーレ・モデルは， 6個の変数S,Y, I, z ' P, Nを決定する完結
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一 ＿l_ 1 y = {(1－δ）K－ρ＋oN P｝ρ，ρ＝一一1, 00 ＞σ＞ 0 (7) σ 
w で具体化すれば，実質表示の賃金分配率Aは一一で表されるから，（7）の両辺を－ρy 
乗して得た式に（5）を代入し，変形すれば，
ti = 1'.:_ = _JJ{_ = Y(N）・N ＝（主主v ーρ p I 1) 
Y PY Y ＼ δ .L>. .LT ’ム／ (8) 
となる。 ti=t1(N）とおけば， X(N)= dtl(N)/ dNく Oである。
代替の弾力性σが1＞σ＞Oの範囲の値であれば，（8）をNで微分すれば，
-106-
ρ(1-8) " "1 ~」LK-PNP I at¥ 










l(i) = S{ Y(N)} 
）?????（?
を問題にすれば，（3),(5）から
_ dP(N) i＝ゆ｛M5,P(N), Y(N)}, P(N) -d 万一＞ O ）????? ????
が得られる。従って，このモデルの体系の解は














S = scG+swW, 
= {sc一（sc-Sw )'1} Y 





1 ＞‘ら‘G> Sw > 0 















]y ＞む]p < 0, 
(Ji • (Ji T <; ()] T 。＇］ T 












_ oP oP s _ rJP 
に書き換えることができる。九－-w:-’PN＝否万， PM-aM玄である。この（！？）
は，所与の貨幣供給量と二者択一的な関係のある賃金分配率のもとで，図II-













































t1 = （長）ρ， y= Y(N5) ? ??，?（
が得られる。
総投資が外生的に所与であるときには，賃金分配率は
r I I 






























ジ－ dK - TR 一一一日 dt .L 
V=BK 

























利潤所得， Yは名目国民所得ないし名目総産出量， fは貨幣賃金率， Nは雇用
量ないし労働需要量， Xは実質総産出量， εは平均労働生産’性， Pは事後的な価
格水準， DRは実質総需要， Iは名目総投資， IRは実質総投資， Kは資本ストッ
クの成長， ZRは実質総供給， Oは資本ストック 1単位当りの平均資本生産性，
つまり資本係数の逆数， P＊は均衡価格水準， gはマーク・アップ率である。











DR= (sc一旬）手＋（1-sc)X＋戸 (35) 
が得られるので，バルトマン・モデルの体系は側～（35）で表される。
このモデルの変数は， D,P, X, JR, K, P*, znの7個であるが， 1つ
の自由度がある。この自由度は，変数の事後的な成長を考慮すれば，投資仮説
で扱うべきものである。この意味で，均衡モデルを設定するためには，事後的
な価格水準が均衡価格水準に等しいこと （P= P＊） を仮定すればよい。従っ







P= " 。＇Sc 。
が得られる。
賃金分配率il＝予で表した事後的な所得分配は， dK ~ K K＝一一， K＝一一とおけdt K 
ば，（23）～（34)によって，
K w sc-e 






したとき得られる均衡賃金分配率川（32),(25）～（27), t1 = t1* = （亨）から導かれ
るので，
'1* = （亨）二-rfg 。
で示される。
仮定p= P＊のもとでのみ，資本ストックの均衡成長率K＊は， t1= '1*, (37), 
(38）から得られるので，
- 8(sc-sw) K* = 8sr.-







































r = DR*-ZR +DR* － 8 8 










--y;z一｛θ（1－β）－1｝一一一θ（1-/3)K= 0 dt dt (47) 
｛θ（1一β）－1}2+4θ(1-/3) = { 8(1 -/3) + 1}2 > 0であるから， 2つの実根は
8(1－β）， -1となる。従って，仰）の一般解は，
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